
輩
記三事

道

博

物

館

所

蔵

政

ド虚

〈
内
容
)

て

序

論

一
貞
九
二
警
名
ト
一
辞

一
円
{
平
二
と
欝
一
作
糞
エ
デ
ヘ
一
ご
の
比
絞

貞
人
袴
正

五、
一

、

序

議

中
村
不
折
翁
の
書
道
博
物
館
が
所
蔵
す
る
段
虚
出
土
の
甲
骨
文
片
は
、
現
存
約
問
…
百
倍
を

認
め
得
る
が
)
私
は
去
る
昭
和
二
十
八
年
よ
り
、
前
後
一
二
十
回
在
日
一
っ
て
之
が
調
査
を
行

い
、
そ
の
文
字
の
一
部
を
既
に
甲
骨
学
第
六
号
(
一
九
一
一
九
八
ぎ
に
掲
載
し
、
調
査
の
経
緯
と
甲

骨
文
字
の
性
凶
刊
に
つ
い
て
、
略
述

L
つ

に

当

誌
lr
い
に
継
読
紹
介
を
行
う
ζ

と
に
な
っ
て
い

る
。
時
に
作
一
一
一
十
三
年
六
月
、
利
払
は
漢
文
学
会
総
会
の
席
上
、
書
道
博
物
館
所
誠
甲
骨
文
字

研
究
の
J

環

k
し
て
、
こ
れ
ら
間
百
片
の
ト
辞
に
見
ら
れ
る
「
貞
人
L
K
関
し
て
管
見
を
際

今
、
そ
の
小
説
に
若
干
の
繍
訂
を
加
え
、
こ
ζ

に
蒙
ね
て
考
察
を
一
試
み
る
ζ

と

と
辻
、
輩
作
資
氏
が
一
九
一
一
二
年
、
(
悦
鰍
訪
問
日
銀
)

、
こ
の
貞
人
名
を
接
介
と
し
て
一
一
般
合
ト
辞
の
時
代
を
区
分

3
J
V

ょ
う

例
え
ば
、

E
5
十
二
月
r
ヌ
悠
第
泌
総

う
氏
、
そ
れ
は
ト
辞
富
一
践
の
ト
誌
の
干
支
を
詑
;
}
た
一
言
葉
に
続
い
た
「
ト
」
と
い

と

「

笈

い

を

指

し

、

こ

の

寝

の

如

き

は

、

ネ
ア

イ
ナ
ロ

研
{
ル
九

l~ 
しーー

の

木

木

菟

品一例

当
時
の
公
的
占
ト
機
慢
に
属
、
す
る
一
史
官
同
で
あ
り
、
亀
ト
・
一
背
ト
に
臨
ん
で
、
時
O
E
K
べ

っ
て
一
知
に
い
口
い
の
問
い
か
、
ワ
ぎ
す
る
、
ト
問
乃
花
一
討
蓄
と
し
て
乃
一
点
へ
で
ご
め
号
、

h

吋

を
警
契
、
す
一?q
づるc
に附舷箆山玲m毛

iLρ〕J

」ま手ぜζ卒品?島之、男一

C
甲
骨
J
ょ
に
は
多
数
3
h
e
…叫んしいかむさ
γ
町
て
わ
て
、
九
品
、
(
り
ょ
が
に
に
一
誌
な

た
H

銭
円
人
が
署
名
3

)

て
い
る
ら
3
が
少
と
く
、
な
く
、
‘
中
に
は
、
紋
間
約
け
つ
慢
に
数
人
の
氏
入
、
点
川
、

互
に
ト
間
を
行
た
・
っ
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
ら
考
綜
す
る
と
、
問
符
よ
乙
川
パ
ザ
ナ
ヲ
九

貞
人
の
中
に
は
、
あ
る
一
定
乃
期
間
一
内
氏
共
存
b

s

ス
立
つ
均
一
心
問
九
行
を

h

竹
内
守
二
、
、
ト
…

に
参
守
合

ζ
k
m形
跡
の
明
ら
か
な
も
ヴ
バ
づ
、
あ
る
ご
こ

σ向
一
版
ょ
に
的
存
u
，f
J令
官
¥
を
誠
交
す

る
と
、
路
々
一
定
の
組
合
と
の
あ
る
こ
と
が
判
り
、
こ
れ
ら
ペ
ソ
プ
ん

2

ブ
つ
い
れ
ハ
¥
ぷ
続
的
町
向
川
一

一
一
時
代
の
も
の
と
し
て
区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
次
に
こ
の
氏
人
ん
疑
問
乃
行
っ
た
ト
討
の

中
に
は
、
段
代
先
王
・
王
妃
の
称
諮

κよ
っ
て
、
そ
の
長
人
日
荒
川
山
の
花
絡
し
た
時
代
の
決
定

出
来
る
も
の
が
あ
る
。
重
氏
は
大
体
以
上
の
よ
う
な
手
続
き
を
鋭
、
「
ぷ
屯
内
版
考
釈
」
に

於
て
、
氷
・
本
・
一
日
了
蛮
・
争
・
殻

-
E
・
fp
口
・
叩
口
e

江
口
・
労
の
十
一
名
の
六
人
集
団
を
武

了
・
制
使
時
代
の
も
の
と
し
て
推
定
し
た
士
(
ぽ
い
と
担
ト
お
れ
は
川
十
一
試
パ
九
一
ヨ
)

次
い
で
一
九
二
一
二
忽
ー
に
は
、
一
甲
骨
文
断
代
研
究
何
一
(
一
m
m
M
U
M
江
川
一
一
い
ん
じ
だ
川
氏
て
、
こ
の

純
一
設
を
一
一
器
拡
充
発
展
せ
し
め
、
凡
そ
四
期
r
h

於
け
る
い
は
人
主
シ
一
一
一
簡
の
点
人
栄
一
向
を
抽
出

ぽ
分
し
て
、
そ
の
在
職
し
た
時
期
を
定
、
り
、
致
皮
よ
ク
~
石
川
辛
子
ザ
一
る
一
日
記
一
時
代
五
号
一
間
的
に
分

間
4

レ
、
左
記
の
如
く
比
定
し
た
丹
、

第
二
期
武
丁
持
代
(
持
統
七
一
-
一
千
恥
一
M
・1
r
m
I
Jコ
ス
一
品
い
み
は
1
)

一
日
夫
人
集
詔
一

争
e

室
・
競
'
一
B
一e
寵
a

永
・
最
‘
皐
・
出
口
g

h

一2

・
発
(
十
一
名
)

第
二
期

τsei融

f
-
a
z
R

、



大
e

挟
・
部
・
一
打
ノ
。

第
一
九
一
期
闘
機
卒
・
摂
γ

勺
奥
入
築
部
〕

{γ
・…

u
・
影
'
荷
・
逆
(
の
ち
、
逢
と
改
む
つ
)
・
記
¥
十
q
'
扶
(
八
名
)

第
開
期
武
乙
・
文
了
時
代

一
一
気
入
省
略
時
期
〕

第
五
期
帝
乙
-
帝
平
時
代

〔
宏
観
ト
貞
時
期
〕

「
長
人
〕

黄
土
名
〉

輩
段
は
お
の
「
断
代
研
究
例
」
に
於
て
段
、
第
四
m
m
を
貞
人
署
名
省
略
の
時
期
と
し
て
い

る
が
、
一
九
四
八
年
、
「
小
屯
数
議
文
字
乙
誠
一
の
序
中
、
前
説
を
改
定
し
て
、

余
・
子
'
史
・
+
京
電
叶

9

勺
・
設
・
車
・
寓
・
取
・
記
念
舗
抑
・
詣
・
産
・
街
・
桝
・
吠

の
ふ
1

七
名
の
貞
人
集
団
を
文
了
時
代
に
指
定
し
た
士

次
い
で
、
「
小
屯
殿
虚
文
字
乙
編
」
の
序
文
rh
於
て
指
摘

3
2
M

た
十
七
名
の
貞
人
は
、
一
九
五

二
年
、
「
甲
骨
文
断
代
研
究
的
十
錦
襟
準
一
(
似
搬
出
向
)
中
そ
の
ま
L

採
用
し
、
な
な
問
書
辻

~
鱗
代
研
究
例
」
の
貞
人
の
不
績
を
鵠
足
J
}

て
、
都
合
第
一
〆
期
二
十
¥
五
名
、
勢
二
期
十
人

名
、
第
一
一
一
期
十
一
二
名
、
第
mm
間
間
十
七
名
、
第
五
期
路
o
h
r
h

を
数
え
て
バ
ヌ
v

“
お
ふ
っ
第
一
'
二
・

一一

7
五
期
に
一
患
っ
て
追
加
さ
れ
た
素
人
弓
況
の
娯
〈
で
み
る
う

第
二
期
市
場
中
・
君
崎
支
'
キ
ケ
議
・
宮
寸
吻
内
・
鵠
9

退
。
受
e

考
-

n

ば
為
支
{
ヤ
ヲ

名
)

第
二
期
寄
・
犬
・
浄
、
荷
・
逐
・
戸
・
出
・
捗
・
4

批
・
滋
・
笠
'
』
一
矢
(
十
二
名
)

第
三
期
鎮
'
教
'
'
訪
日
・
琢
・

-
E
(
五
名
)

第
五
期
一
件
・
立
'
一
絢

C
，
一
名
)

護
丘
ゅ
の
舜
人
説
付
予

ζ

L

K

一
台
っ
て
ご
め
結
篇
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
民
の
貞
人
に
よ
る

所
の
断
代
説
は
、
一

J七九ゆすザ五な今一つ三A

ニ
一
年
の
箸
「
設
代
礼
刷
掛
制
的
新
m問問一潟拘

J

託訳」(仇活…脚凶一悦叩
d認…附恕叫2)
花ぞL

制制仰栂挽…移の制観概い点点mれ…かムらり竺、
j~新
新
、
え
え
W
κ
~
四
錨
の
段
階
w
κ
ル
於
け
る
新
出
一
間
拘
肉d

派
の
十
点
只
人
の
一
性
性
絡
研
究
へ
と

発
援
し
た
の
で
あ
る
守

見
(
六
名
)

第
一
盤
庚
・
小
卒
・
小
乙
・
武
ア
・
抱
庚
旧
派
(
古
法
)

第

二

諮

問

了

察

辛

'

康

了

新

長

(

薪

制

)

第

三

武

乙

・

文

す

沼

民

(

吉

法

)

第

四

帝

乙

・

潟

市

事

新

涼

(

新

制

)

と
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
輩
民
の
貞
人
設
は
、
甲
骨
文
字
研
究
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
手
る
っ

て
多
産
的
主
成
果
を
収
め
る
重
要
な
指
針
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
貞
人
と
分
期
と
の
細
部

巴
旦
つ
て
は
異
説
が
あ
る
a

即
ち
「
貞
人
」
に
関
し
て
は
、
民
家
茂
樹
丘
の
「
中
国
吉
代
史

学
の
発
展
三
一
九
郎
六
年
二
甲
骨
文
断
代
研
究
法
の
再
検
討
」
(
倒
的
論
以
日
也
、
島
邦
男
弐
の

「
段
櫨
ト
辞
研
究
」
(
プ
ー
九
五
八
芝
、
胡
厚
室
廷
の
「
甲
骨
学
商
史
論
議
」
(
一
九
泌
五
芝
、
際
一
伊

家
丘
の
「
殻
虚
ト
辞
綜
述
」
(
一
九
五
六
年
)
等
々
、
「
分
期
」

rk
関
し
て
は
、
拐
車
室
長
の
「
戦

後
寧
港
新
接
甲
骨
集
自
序
」
(
一
九
五
一
芝
、
際
夢
家
氏
の
「
甲
骨
断
代
学
」
(
鰍
…
恕
純
一
)
等
々

が
あ
る
が
、
向
れ
も
貞
人
に
よ
る
断
代
説
の
本
質
的
異
論
で
は
な
い
点
に
於
て
、
輩
氏
の
研

究
の
健
実
性
が
開
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
す

一
一
、
博
物
館
所
蔵
甲
骨
文
字
亡
員
人
一
署
名
ト
辞

重
作
賓
迂
設
定
の
貞
人
と
そ
の
時
代
区
分
と
を
茶
ナ
椴
K
し
て
、
書
道
博
物
館
所
蔵
甲
骨
文

字
中
に
敬
一
見
す
る
貞
人
署
名
人
1
得
力
英
樹
を
各
期
死
一
患
っ
て
域
観
す
九
ば
、
凡
そ
次
の
如
く

に
な
る
=

ア
ヱ
問
視
f
h
s
日
以
汽

'F務

一究明民
j
h
j
c

一
ぷ
久
一
川
主
主
官
会
人
一
一
口
投
ヰ
一

2

2

山
氏
米
主
ト
巣
、
」
江
戸

J

ご
窓
=

第
一
期
ぃ
浪
人
!
?
辞

庚
援
ト
蜜
点
、
了
亥
其
雨

2

了
未
ト
争
貞
、
勿
竿
現
。

辛
丑
ト
一
阜
点
、

γ

ヤム垣ドロ…
E
A
L
一保コ

ロ
ロ
ト
氷
点
、
ロ
ロ
ロ
。

一
戸
〕
亥
ト
毅
同
一
日
ペ
ヂ
事
登
山
伊
。
告
。

同
工
員
ト
数
点
、

( 2 ) 

3 4 r 
d 6 7 s 合



隠
阪
同

府

叫

杭

帆

船

泌
紘
一
例

思首&i.でそ三

品
叫
仮
出
川

会
穴
・
2

4
拘

a

〈
‘
対
鍔
4

J
九円持
T
G
n
v

ゐ
母
一
、

pjil---11

¥

家

、

¥
わ

L
Vデ

¥
町
内
有
明
一
山
¥

tセ1

第
二
期
貞
人
ト
辞

均
一
口
子
ト
大
口
?
共
穀
、
重
平
c

日
壬
寅
ト
旅
ぃ
民
、
今
夕
亡
巴
。
二
月
c

ロ
ロ
丑
ト
郎
貞
、
菜
子
〔
〕
ロ
ロ
c

内
山
内
成
ト
行
点
、
今
夕
亡
巴
9
J

在
六
月
r

m
W
J

輿
申
ト
兄
貞
、
令
並
衆
衛
。
十
一
月
甲

山

ω
税〈

mmト
出
ぃ
員
、
匂
亡
由
。
八
月
。

幻
笑
未
ト
清
ノ
』
段
、
王
室
読
む
亡
巴
o

n
主
的
ザ
ト

E
貞
、
王
室
裁
c
亡
口
。

。。クHイな
今
中

戸「
u

戸ぷ

第
間
期
貞
人
ト
辞

お

甲

民

ト

邑

口

、

允

月

0

2

移
訂
焚
卯
ア
ア
ト
貞
、
…
沼
教
祖
乙
。
ニ
牛
知
。

第
五
期
貞
人
ト
辞
、
未
発
見

時
期
未
確
定
点
人
ト
辞

お
っ
ロ
ト
士
宮
点
、
王
つ
族
口
吉
争
了
C

(

邸
主
高
山
)

お
手
間
ト
一
島
幸
点
、
-
-
・
・
(
関
紙
参
照
)

刊

ωλ

茂
成
ト
王
日
点
、
開
力
匙
c

右
の
問
問
文
に
よ
れ
ば
、
「
王
親
ト
貞
ト
一
辞
」
と
称
す
る
も
の
は
、
五
自
身
が
貞
人
と
し
て
親

し
く
ト
問
を
行
い
、
日
，
つ
壬
の
署
名
を
施
し
た
も
の
で
、

ζ

の
形
式
は
広
く
ト
辞
を
対
象
と

す
る
持
段
、
五
反
っ
て
存
在
す
る
が
、
博
物
鋲
所
総
甲
骨
立
宇
陀
於
て
は
、
第
一
二

期
嘉
子
i
}

設

問

(

例

さ

'
M
V

所
属
の
数
例
を
現
収
認
め
て
い
る
プ
ま
た
、

7
民
人
ト
辞
」

に
於
凶
り
る
貞
人
勺
い
て
に
前
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
博
物
館
前

し
て
段
、
千
一
線
ト
貞
ト
辞
及
び
ζ

の
期
の
一
般
ト

な
、
将
、
例
文

m-
却
に
見
ら
れ

e
T
J

‘
 

( 3 ) 



と
撃
作
繋
氏
挙
例
「
貞
入
…
と
の
比
較

上
述
の
引
例
に
よ
っ
て
判
る
よ
う
に
、
各
期
の

治的ツ、
J
ζ

れ
ら
の
ト
静
中
に
見
ら
れ
る
貞
人
段
、
ナ
十
一
線
ト
貞
形
式
を
除
い

究
・
争
'
一
昆
・
永
・
穀
・
章
・
串
・
綴
・
霊
・
内
ニ
鈴
・
了
4

・
大
・
姥
・
山
州
・
行
・
兄

「

'
F
*
E
・
E
・
都
政
・
持
i
A
5

・
子
J

，
苦
・
一
息
・
幸
・
臼
の
二
十
九
名
で
あ
る
4

市
し

こ
れ
ら
の
貞
人
が
ト
問
に
参
与
し
て
い
る
加
数
は
、
間
沼
片
中
延
べ
約
一
色
白
に
及
ん
で

り
、
そ
の
う
ち
比
較
的
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
二
十
余
見
の
「
設
」
を
筆
頭
と

て
、
出
・
笠
・
旅
'
戸
¢
行
・
争
等
が
自
立
っ
て
い
る
宇
部
し
て
こ
れ
ら
よ
の
所
属
…
剤

、
束
期
的
に
次
の
し
孤
く

K
な
る
c

ノ

第
一
期
貞
人
一
集
部
ヶ

設
・
争
‘
一
段
一
・
永
e

一敏
e

窓
‘
中
で
鰻
・
室
・
内
・
葬
・
了
(
十
二
名
}

第
二
期
ぃ
員
集
入
国

大
・
旅
・
郎
・
行
・
元
・
山
ω
‘

売
で
一
S
-
幸
・
日
(
凶
名
〉

ζ

の
う
ち
、
第
二
期
貞
人
「
旅
ヘ
第
三
期
点
人
は
、
遺
廷
に
よ
れ
ば
、
旅
は
三

期
、
荷
は
二
期
に
も
存
夜
し
た
ζ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
時
物
館
所
説
甲
骨
文
字
に
於
て

は
、
一
間
期
共
殺
の
証
拠
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
、

ζ

ふ
に
は
そ
の
貞
入
が
主
と
し

て
在
殺
し
え
と
み
ら
れ
る
…
特
期

κ叩
め

て

b
く
と
ま
た
、
第
一
…
期
間
点
人
の
喜
£
ナ

mm
ん
延
長
人
の
限
氏
な
ど
は
、
ま
だ
一
一
一
一
川
及
し
て
お
ら
ず
、
新
し
い
長
人
に
数

へ

き

も

の

で

な

が

、

{
E」
は

記
・
一
彰
・
荷
台
ニ
名
)

無

宮
(
八
名
)

A 

8 

名

，
、
水
・
穀
・
京
・
き
・
緩
・
霊
・
内
・

12 

先呂草

野活字

母発言2

羅雨水

卒中毅

.1:~よf.

定主

将愛

館 内

2S 

大
・
波
e

釦
'
行
'
け
ん
・
出
・
叫
y
・
2

大
・
技
・
部
・
行
・
兄
・
出
傘
狩
/

e

口
'
喜
・
犬
・

洋
'

M

一
枇
・
山
何
・
長
・
逐
'
琢
・
砂
・
埜

13 18 

生)

3 

記
・
彰
・
待
・
叫
仏
.
，
「
↑
・
守
・
逢
・
師
中
一
・
教
・
技
・

路
e

品
売
@
円
訂



問
、
貞

λ
補
一
五

対
照
表
か
ら
判
る
よ
う
に
、
博
物
舘
所
蔵
甲
骨
文
字
貞
人
は
、

品
開
γ

七
十
踏
ん
る
に
比
絞
す
る
と
、
そ
の
数
は
少
と
い
が
、
今
y

ナ
れ
ら
の
う
ち
弘
を
し

に
長
自
せ
し
め
た
若
干
の
貞
人
に
つ
い
て
、
そ
の
絹
正
に
模
す
る
一
考
祭
を
進
め
た
い

喜

ζ

の
貞
人
は
第
二
期
所
印
刷
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
図
版
付
の
考
釈
①
に
、
「
了
丑
ト
琵
昨
日
良
、

以
坊
ロ
J
と
え
え
て
い
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
が
、
{
市
長
」
が
第
一
期
で
あ
る
と
い
う
理
由

誌
、
ノ
同
夜
心
者

d

釈
今
ゑ
び
争
1
1

こ
の
ら
を
日
鮮
は
前
後
欠
け
て
い
て
完
全
に
読
む
こ
と
は
出
来
な

い
か
、
こ
の
中
に
第
一
相
変
ー
と
し
て
の
確
誌
を
も
っ
{
争
}
(
縫
陸
自
げ
な
一
以
日
ト
な
に

突
き
話
、
?
を
き
ハ
人
平

5
i

、

3
5
4ニ
さ
き
の
ま
泌
氏
よ
そ
e

)

カ
署
名
し
て
於
り
「
喜
一
と
「
争
」
と
は
間
版
関
係
が
成
立

す
る
つ
に
な
お
、
傍
託
と
し
て
、
?
?
一
の
書
体
が
第
二
期
の
特
色
即
ち
、
一
領
一
一
一
磁
の
中
、
上
の
一

が
略
さ
れ
)
留
践
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
こ
の
ト

が
こ
の
期
の
製
作
で
あ
る
こ
と
は
関
連
い
な
く
、
従
っ
て
三
持
」
は
第
二
期
貞
人
と
し
て

晃
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

(
技
)
重
弘
一
内
出
拍
子
簡
の
第
一
一
期
点
八
三
立
ど
は
一
、
明
ら
か
に
第
一
一
一
期
所
属
の
け
ば
拠
を
も
つ
も
の
で
あ
る

一
か
、
こ
れ
は
第
二
州
点
ん
「
夜
間
」
が
前
期
豆
沼
て
て
摩
庁
内
一
し
た
も
の
で
、
間
一
人
物
と
考
え
ら
れ

と
い
で
為
ろ
う
か
勺

一
期
堺
婦
の
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
図
版

ωの
考
釈
①
r
件、一

P

辛
米
ト
丁
目
炎
、

一
え
て
い
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
が
、
「
了
」
が
第
一
一
期
で
あ
る
と
い
う
理
由

ζ

の
簡
の
ト
鮮
の
特
色
で
あ
る
摺
用
認
知
ち
、
考
釈
舎
の
詰
が
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
げ
は
聞
の
考
釈
に
は
巽
一
設
が
多
い
が
、
例
え
ば
、
奈
桜
一
農
民
の

で
は
「
不
許
獄
」
と
釈
し
、
「
不
許
ヂ
い
の
窓
に
と
る
の
で
あ
る
が
、

傍
証
と
し
て
、
干
支
の
詩
体
が
第
二
期
に
属
じ
て
い
る
ζ

と
か
ら
、

nJQζ

と
は
、

ζ

れ

亦

樹

ら

か

つ

て

{γ

ベ
き
も
の

駒山一

こ
の
貞
人
は
寄
道
博
物
館
所
践
例
ヤ
骨
文
字
に
ニ
見
し
、
そ
の
字
体
は
図
版
間
同

部
く
…
肉
体
で
あ
る
が
、
実
は
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
心
約
者
は
{
同
一
反
ト
霊
貞
、
今
夕

亡
由
c

五
丹

J

」
と
あ
り
、
後
者
は
「
己
米
ト
宣
点
、
今
夕
亡
巴
。
五
丹
、
じ
と
あ
っ
て
、
一
例

れ
も
「
ト
タ
」
の
辞
で
あ
る
。

ζ

れ
と
同
じ
内
容
と
説
法
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
政
援
護
梨

前
総

ι~「
了
巴
ト
宣
貞
、
今
夕
亡
図
。
五
月
。
」
竺
ど
の
ト
辞
が
あ
り
、

ζ

の
貞
人
の
字
体

は
「
止
」
の
形
が
下
向
し
て
い
る
が
、
前
二
者
の
一
一
災
体
と
考
え
ら
れ
る
。
市
し
て
護
誌
は

こ
の
貞
人
を
「
安
一
と
釈
し
て
い
る
が
、
弘
は
「
霊
」
と
間
人
だ
と
認
め
、
そ
の
時
期
は
蕃
一

氏
一
期
説
托
一
年
つ

C

一
刻
で
あ
る
つ

口出

ζ

の

貞

人

は

葉

氏

が

に

於

て

、

第

三

期

手

話

土

に

増

加
し
た
貞
人
の
一
人
で
あ
る

G

こ
れ
を
第
一
二
期
再
人
と

L
て
例
証
し
て
い
る
ト
辞

は
、
設
ぃ
燈
世
間
契
後
一
編
の
コ
内
皮
ト

E
貞
、
其
羽
子
投
手
」

e
r
g
-
G
で
あ
る
が
、
広
く
第
二
期

の
称
謂
及
び
向
版
関
係
に
於
て
、
こ
の
貞
人
が
第
一
二
期
に
所
属
す
べ
き
何
等
の
関
連
も
見
出

す
ζ

と
が
出
来
な
い
。

と
こ
ろ
で
ζ

の
貞
人
は
第
二
期
所
属
の
も
の
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
図
版
仰
を
判
読
す
れ

ば
、
考
釈
①
に
「
ロ
ワ
ト
宮
貞
、
王
室
組
半
藤
亡
田
」
を
認
め
、
考
釈
泊
〆
に
「
甲
子
ト
百
貞
、

主
審
兄
己
談
。
亡
問
。
」
を
認
め
得
る
。
す
る
と
貞
人
「
日
い
と
向
版
に
「
れ
ん
己
」
の
称
諮
が

存
在
し
、
ま
た
耕
一
惇
官
一
民
の
で
爪
体
新
海
甲
骨
築
」
一
二
二
九
一
一
一
版
に
よ
れ
ば
、
「
口
出
」
と
間
版

に
「
兄
己
」
設
び
「
兄
慌
し
の
称
諮
げ
か
存
配
す
る
。

ζ

の
「
兄
己
」
「
日
ん
民
」
の
称
訟
は
、

第
一
一
期
の
民
間
ヤ
が
、
そ
の
日
ん

κお
る
Mm
己
と
制
艇
を
祭
る
場
ん
け
に
於
て
の
み
成
立
す
る
&
，
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
称
揺
を
向
版
上
に
も
つ
貞
人
「

g
」
は
第
二
期
一
所
属
と
断
一
一
一
一
口
出
来
る
の

で
あ
る
μ

(
詑
)
段
支
出
引
に
寸
前
パ
ト
}
~
が
存
夜
し
た
こ
と
及
び
称
お
に
つ
い
て
は
、
特
に
王
関
織
の
「
段
先
公
先

γ

十
件
考
、
同
紙
考
、
↑
η
党
新
品
4

参
加
…

J

( 5 ) 

電話

主
定
説
。



。に

S
J

の

κ口
見

え

、

二

品

〈

卯

ト

出

貞

、

句

亡

由

号

八

月

J

と
あ
る
山
中
花
見
え
る
号
ま
た
段
提
供
い
一
絢
つ
九
四
八
械
に
は
「
内
申
ト
釘
貞
、
今
夕
亡
由
宇
在

七
月
J
と
あ
り
、
ま
た
一
丁
鍔
ト
減
点
、
今
夕
亡
記
ョ
在
七
月
J

と
あ
っ
て
、
「
貯
ご
と

「
旅
い
と
が
内
版
関
係
を
な
し
て
い
る
5

一
旅
い
も
亦
第
二
期
点
人
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
、

と
れ
ら
称
議
及
び
同
版
貞
人
関
係
か
ら
、

E
，
か
第
二
期
所
属
で
あ
る
ζ

と
は
決
定
的
で
、
議

民
の
説
は
織
正
J

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
・
な
い
。

〈
法
〉
清
二
山
ナ
抜
が
第
二
期
災
人
で
あ
る
こ
と
り
冴
拠
っ

相

T
e
-
-
d

父
ア
洋
一
声
ア
り
お
克
己
浮
い
声
明
一
一
日
'
S
H

兄
皮
秀
忠
戸
学
二
日

出，•. 

，
戸
と
問
販
だ
よ
っ
て
明
瞭
ヘ

J

技
'
'
'
e

父
で
祭
ω
声
紋
?
一
w
?
品
一
兄
己
安
定
U
Y
5
8
N

兄
探

-
2
2
0

日

ζ

れ
は
不
一
と
共
貞
の
貞
人
で
あ
り
、
第
二
・
三
期
所
属
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
蓬
氏
未
収

の
も
の
で
、
図
版
同
の
考
釈

3
v
k
「
環
成
ト
五
日
員
、
記
延
J
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

ζ

れ
と
類
似
の
ト
辞
を
他
に
求
め
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
岳

L

半
卯
ト
五
日
点
、
勿
潟
己
主
君
九
つ
九

其
問
。
弦
間
的
手
均
五
五
五

小
山
山
小
令
2

目的手
M

入
六

可 LA
ノ、

日
汚

dsι 

の

{本

宮

、
官
ル
ゆ
と
は
、
狭
義
に
限
定
し
て
い
う
な
ら
ば
、
六
朝
、
裂
の
簡
文
情
縮
織
(
五

O
一J

五
一
〉
の
詩
体
に
対
す
る
名
で
あ
る
、
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
架
警
や
南
史
の
記
載
託
、
よ

ん
鳴
り

(
C
R
七
こ
え

乙
卯
s
h
I

壬
臼
貞
、
翌
内
民
共
ぷ

乙
卯
ト
モ
臼
貞
、
子
了
己
，
歩
c
向

右
の
例
は
州
一
札
誠
司
二
人
共
貞
で
あ
る
が
、
甲
骨
文
録
五
五
五
成
上
に
は
、
右
の
引
例
の
外

に
別
辞
と
し
て
一
日
貞
」
の
語
が
あ
り
、
「
日
一
が
単
独
で
貞
人
を
務
め
て
い
る
静
も
認
め
ら

れ
る
。
し
か
し
こ
の
点
人
の
特
色
は
多
く
は
王
と
共
に
ト
間
に
参
与
し
て
い
る
点
に
存
す
る

よ
う
で
あ
る
3

在
台
、
ト
辞
の
警
棒
は
伺
れ
も
類
似
し
て
お
り
、
王
の
縦
顕
が
二
函
に
分
れ

て
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
「
抱
一
幸
」
の
称
謂
を
有
す
る
ζ

と
な
ど
か
ら
す
九
ば
、
「
日
~
は

二
乃
五
三
期
の
貞
人
と
考
え
ら
九
る

2

坦
し
、
貞
人
否
定
説
が
あ
り
一
得
考
を
後
っ
さ

t年

五
、
結

以

上

?

の

貞

人

に

践

す

る

一

考

察

を

行

っ

て

来

た

の

で

あ

る

が
、
綜
合
的
一
に
晃
て
ミ
書
道
博
物
館
の
ト
辞
に
は
多
く
の
貞
人
を
認
め
、
ま
た
ζ

れ
ら
の
中

に
は
、
上
述
の
如
く
、
従
来
の
貞
人
を
瀦
立
す
べ
き
資
料
を
提
供
す
る
雷
一
一
裂
な
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
注
自
す
べ
き
で
あ
る
c

、
な
、
円
。
最
後
に
附
説
し
て
h
d

き
た
い
と
と

辻
、
新
貞
人
一
本
口
二
関
空
八
〉
)
ご
に
で
幸
」
富
山
叫
(
九
)
)
の
ζ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
は
明

ら
か
で
在
ノ
¥
警
徐
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
第
一
期
に
類
、
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
全
殻
的
点
入

会
千
円
ヱ
以
内
主
後
寸
法
心
機
会
に
安
っ
こ
こ
と
ス
一
恋
々
で
あ
る
。

一
九
五
九
年
ペ
汚
十
箆

び

( 6 ) 

に

つ

て

レ、

田

吉広

雄

井

文

る
「
窓
律
)
と
い
う
称
将
、
は
、
そ
う
7
v
た
限
定
に
お
h

て
用
い
ら
九
て
い
る
a

、
長
同
一
不
能
、
然
傷
於
経
協
側
、
治
時
号
臼
宮
体
。
(
印
明
書
・
館
文
紀
〉

長
沼
不
能
、
強
帝
文
場
於
軽
郡
、
時
号
宮
部
。
(
南
史
、
期
文
紀
〉
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